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憾
酬
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就
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財
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「
壽

あ
り
し
面
髪

藁

て

Σ
、
風

に
煙

の
砂
を
揚
げ

つ
と

ε
は
.
近
日
學
校

に
通
は
ん
ε
天

架
設
後
歳　

一
荷

ほ
浅
き
、
新
湊
橋

に
通
り
か
、
り
し
刹
那
の
拙
詠
な
り
、
そ
は
古
典
的
な
る
賀
茂
祭

の
恒
例
か
、
常

へ
な
る

へ

き
か
知
一
、
前
の
木
橋
は
古
雅
の
趣
に
富
み
し
も
、
位
置
も
饗

し
新
橋
味

蕾
に
そ
の
趣
を
失

へ
る
の
み
な
ら

、す

、
鹸
新

の
標
準

に
照
す

も
、
亦
耕
新

た
り
鴛

た
り

ε
す

る
能

は
す

、
橋

上

に
土
砂

を
盛

れ

る
か
た

め
k

、
風

あ

一
れ
は
之

に
任

せ
て
砂
塵
を

飛
ば
し
、
多

く

の
渡
橋
者

に
不
快

の
念

な
き

を
得

さ
ら

し
め

ん
巴
想

ひ
し
艦
、

一5

に
津

ひ

し
帥

興
な

り
、
然

る
に
熟

々
之

を
諸
世
相

の
、
愛

遷
清
長

に

つ
き
て
察
す

る

に
、
進
歩

覗
せ
ら

る

ふ
も
.の
寓
必

す

し
も
進

歩

π
ら
す

、
右

「
例

に
於

け

る
か
如

く
進

歩

か
、
退
歩

か
、
疑
は

し
く
威

せ
し
む

る
も

の
尠

き
.に
非
す

、

唯
吾
人

は
此
間
思

に
就

き
、
想
を
練

る

こ
ε
街
淺

き
を
以

て

、
之

に
就

き
稿

を
起
す

を
憚

る
者

な
り

ご
難

も
、
近

.

日

回
し
題
目

に
よ
り
、
學

内

の

一
講
演

會

に
臨

み
、
演
述
す

へ
き
約

あ
り

し
を

、
事
あ
b

て
果

さ

》
り
じ

一
事
あ

…
る
た
め

に
、
拙
稿

を
寄

せ
て
そ
の
責

の
、

一
端
を
塞

く

こ
ご
Σ
せ
b
ゆ

■
一

一

』

噛
「
.
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易
経
繁
辟
篇

ヰ
に
、天

地

大
徳
臼
レ
生

ε
説
き
、
生

々
之
謂

♂易

ご
断

せ
る
は
、由

来
引
用

せ
ら

る
Σ
こ
ξ
、
多

か
れ

皿
　
し
文
句
な
り
、
減
々
之
謂
・易
妄

蓋

・
て
・
、齋

す

・
愈

　

重

み

、
・
暑

爲
鍵

か
、

世

の
脅
な
る
こ
ご
を
、
道
破
し
得
て
巧
み
な
り
ご
謂

ふ
へ
し
、
貴

に
経
済
現
象
否

一
般
耐
食
現
象
の
、
諸
特
色
吟
味

上
吾

人
の
注
意
を
往
く

へ
き
、

一
つ
の
主
眼
黙
は
、
そ
の
史
的
形
成
に
於
け
る
、
微
超
町
連
総
勢
習
の

事

實

に

め

か
、特
に
現
伶
P
脚
m
ボ
留
寮
禦
げ
尋
醒
ゴ
じ
℃
鮮
咀
虻
ボ
ガ
㊧

禁
厭
艀
鍵
侶
じ
附
ギ
ぐ

帥
慰
四
聖
が
観
心

ヤ

も

も

で

ヤ

マ

エ

ヘ

ヘ

コ

コ

ヘ

マ

い

を

、
把
持

す

る

の

一
事

に
如

く
は
な

し
、
「
移

れ

ば
鍵

る
世

の
習

ひ
」
ご
は
、
無
鼠
者

の
談
話

中
に
も
街
、
洩
ら

さ

乙

へ
き
眞
理
な
れ
ご
、
此
薬
理
に
盲
目
な
ゑ

例
も
、
素
よ
b
尠

き
に
非
す
・
否
學
識
の
明
あ
レ
な

期
待

さ
れ

…得

へ
き
入
に
つ
き
て
さ

へ
、
そ
の
人
の
口
よ
り
、
か
、
る
盲
目
の
事
實
を
、
聴
ぐ
こ
だ
皆
無

に
非
す
、
即
ち
假
甜

は
法
律
ヌ
は
諸
制
度
に
關
す
る
、
改
塵
墜
更
着
想
さ
る
Σ
際
、
北
極
の
人
は
何
時
も
、
見
識
振
り
て
笑
ひ

つ
、
吉

は
ん
、「
か
N
る
事
柄

に
つ
き
て
議
す
る
は
、
理
論
家
ご
し
て
は
大

に
嘉
み
す

へ
し
、
さ
れ
こ
そ
は
理
論
に
外
な
ら

す

」
ご
、
特

に
解
羅
法
學
偏
重
の
饒
弊
こ
し
て
、
所
有
椹
の
絶
封
的
排
他
性
、
契
約
特
に
雇
傭
契
則
自
由
の
原
則

　等
は
、
動

か
す

へ
き
に
非
す
、
之
基

本
秩
序

喜

る
現
奮

事
情

は
・
漿

に
於
て
も
伺
依
饗

し
て
然
ら

ん

ε
、
推

測

せ
ら

る
Σ
こ
ご

Σ
な
り
易

し
、

か
く
て
論
者

は
吉

は

ん
、
「
脩

正

の
要

あ
り

ご
は
聞

こ
え

す

、
諸

事
萬
端

.

大
抵

は
、
.昔

し
乍
ら

の
回

し
戻
道

を
、
辿

り
て
進

み
行

か
ん
」

ε

、

さ
れ

ご
今
傲

り

に
肩

然
昇
天

は
肚

會

に
、
.書

し
乍
ら

の

=
長
道

ご
謂

ふ

か
如
き

も
の
あ
b

ξ
し
て
も
、
之

を
獲

見
し

た
る
人
は
」
古

來
禾
π
曾

て
現

は
れ

た

る

'
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叢

進
歩
・
退
歩
書
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》
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第
+
三
貴

弟
厩

三
八
)

三
八

…
・
惑

・
.
現
変

ぞ

・
し
、
㌍

建

雰

斜

掛
掌

藩

爵

敷

到

凝
融
斜
.

破

り
量

地

魂

欝

一
因
子
・
つ
き
、
之
姦

世
紀
以
前
に
響

て
察
す
歪

、
或
は
奴
隷
の
設

岳

ん
し
・
或

は
叢

'
.

雀

に
あ
-
、
叉
畠

契
約
の
慧

・
移
れ
・
寛

・
、
記
・
亦
是
等
は
由
来
蕩

蒼

し
て
廃
せ
る
・
=一言
.

書
票

呪
に
、
宛
て
し
名
響

外
な
ち
す
.、
從
ひ
て
是
等
三
瓶
呪
中
、
そ
の
何
れ
か
;

に
つ
江
て
見
る
も
・
亦

」そ
の
聞
に
は
幾
多
・
羅

・
・
き
、
伺
・
奴
替

・
乱

落

酷
　

…

錘

・
寛
　

・
の
`
　

・

…
そ
の
面
高

・
も
殆
を

餐

の
程
度
別
曽

、
獲

・
堅

し
て
は
奴
隷
同
倦

酷
遇
せ
ら
れ
或

は
叉
畠

.

ご
異
ら

さ
る
か
如

き
、
形
式

に
よ

"
る
こ
ご
あ
り
、
否

或

短
に

つ
き
て
は
疑
も
な

く
、
契
約

自
由
制

度
の
下
に
、

・

肩

由
契
約
を
結
乏

せ
ら
を

、
普
通
勢
働
者
の
状
況

比

し
、
勝
れ
た
る
形
式

に
よ
れ
る
こ
ご
も
め
り
き
・
臥

由

契
約
夫
れ
自
能
も
、
.亦
幾
多
の
相
違
を
宿

せ
る
こ
ご
を
意
味
す
、
實
に
時
あ
り
て
ぽ
雇
主
に
よ
る
、
彼
.情
勢
働

.

者
の
初
暦
を
意
味
し
.
轟

働
者

に
生
活
難
の
塵
迫
あ
・
か
た
め
に

、契
約
畠

め
多

め
り
℃
・
そ
の
實
な

く
・

實
際
講

の
訣
呪
に
あ
・
・、
・
を
藻

す

る
は
、

再

頻
警

し
て
、
又
諸
地
方
に
沿
ね
き
萎

な
り
・
.
.
か
ぐ
表

.

面
上
畠

な
る

へ
き
契
約

の
、
墜
方

「
當
薯

は
拳

の
地
位
に
立

言

場
合
多
く
・
其

一
方
量

活
の
必
要
に

着

れ
・
、
篠

笙

…

鋒

・
下
・
・
契
約
・
・
す
・
・
」寧
・
暴

　

・
從
ひ
て
傷

者
そ
の
者
の
?

雇
主
及
霧

に
攣

る
態
度
錘

遷
㊧

、
自
轟

念
そ
の
も
の
藷

正
を
・
主
張
す
毒

者
あ
る
ざ
昔

・
立

　

拳

段
・
　

て
傷

者
の
保
護
を
、
謀
ら
ん
妄

・
叢

、
葎

家
電

も
多
か
ら
ん
・
し
・
現
に
菖

の
法
.

申

●



…

憾

、黄

化
蓬

け
.顎・建

及
響

・
誓

・
,る
藏

馨

徐
・
た
・
爵

え
憂

化
・
つ
為

り
芝

を
所
有

、濤

度
に
。
き
て
見
る
も
、
・
・
に
馨

姦

・
蕉

寒

・
馨

制
吏
・
研
費

・雀

せ
る

し・藁

ξ

覇
=
口
.、。
『
冒
。自
.。
。
か
、
そ

の
薯

古
代

塗

及

轟

爵

二

:̀

糞

…

ミ

c・串

・
次

の
如

く
説

け
る
や

も

も

ヘ

ヘ

へ

三

月人
は
諸
藩

饗

の
蕎

を
澄

す
る
の
震

に
階
・
嘉

し
、素
一

建

無

念
・
極
め
・
安
固
　

・

一.

そ
の
多
く
は
人
性
の
、
最
も
餐

な
る
部
・分
・
、
そ
の
馨

を
ぎ

り
・
…

…

か
く
安
毒

奨

む
か
た
め

一
　
に
、
.、
は
舞

的
に
、変

不
誠
・
も
.・
な
2

、
推
測
…

一

夏

レ
・
…

…

・さ
量

地
立
法
に

一
一
於
,
る
麗

な
る
機
械
堕

脩
正
に
よ
り
、
法
律
長

竿

・
・
語
彙

・
關
・
・予
か
馨

る
所
は
・右
の
論

　
ヒ日
を
以
て
確
か
に
疑
は
と

せ
・
む

?

、
寄

能
曽

是

・
・
著

せ
・
曳

き
誠

三

警
告
　

・

予
か
衰
微
霧

。
蹄
著

、
述

へ
来
れ
藷

法
鏡

念
も
、
鐘

の
骨
欝

難

く

呼
は
れ
得

へ
き
も
の
に

寵

灘

羅
綾

嚢

留
鰯

易
き
の事
實
は
、濯
畢
C
げ
か
謝
ゴ
躍
ぶ
、瑠

…
ξ
、
不
磨
の
制
規

さ
る
・
・
の
譲

り
、
そ
の
他
肚
會
農

の
霧

か
、
安

固
歎

く
請

ふ
迄
も
な
し
・
.吾

㎝
人
は
か
誘

き
乗
る
異

に
、
比
熱
に
関
す
る
本
居
翁

の
所
見
を
想
起

せ
す

ん
は
非
す
直

ぐ
(玉
欝

西

藍

古
よ
り
も
釜

⑳
ぎ

穿

婁

、
募

暫

・
事
・
も
譲

・
塞

つ
を
い
は

む
に
・
い
に
し
べ
は
・
橘

.

を
な

ち

び
な

き
物

.
し
て

・
で

つ
る
を
、
誓

芒

は

み
か

を

い
ふ
物

あ
り
て
.・
此

み

か
ん

に
く
ら

ぶ
れ
ば
・

.

胎
.
叢

進
歩
か
馨

か
二

)
.
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三
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叢

慧

か
退
歩
か
(
こ

筆

三
巻
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第

一
號

四
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四
。

…

鍾

誓

・
あ
・
す
・
ぎ

れ
た
勉

あ

鎮

う
…

～

ね
ん
ぽ
・
だ
い
だ
い
な
ご
の
、
た
ぐ
ひ
お
ほ

…

・皐

岐

蜜
婁

、昧

こ
窪

す

ぐ

れ
て

、
中

に
も
橘

に
寺

似

て

・
よ
な

く
き

れ

る
物

な
り
・
.些

つ
に
て

㎝お
し
は
か
…

、
或
・
怠

塞

い
で

念

掌

惣

潔

い
∴

い
い
奪

か
冬

雰

卿
卦

つ

へ

も

カ

た

一

淀

ま

多
し
、
・、
れ
を
以
て
お
も

へ
ば
、
今
よ
り
後
も
又

い
か
に
哀

む
、
倉

勝
れ

る
物
お
ほ
缶

來

べ
し
・

.

今
の
看

て
思

へ
ば
、
懐

よ
う
つ
に
事
た
ら
す
め
か
皐

お
ほ
か
り
け
む
、
さ
れ
こ
そ
の
世
に
は
・
さ
は
お

ほ
手

や
あ
り
け
ん
.
念

測

器

、
惣

碧

罫

艦

璽

憲

掛

奮

い
ひ
か
璽

謬

獣
、

セ

も

も

も

リ

カ

も

コ

も

も

も

ち

も

セ

も

今
の
人
事
た
ら
す
ξ
は
お
ぼ
え
沁
が
如

し
。

。
、
懲

古
今

の
警

多
し
、
詫

ご
「
古

言

も
後
世
の
き

穿

こ
三

を
、
」

概

に
哲

得

べ
き
や
・
除
味

一
さ
る

ヘ
ポ
サ
照

は
弦

に
あ

り
。

三

つ

肚
會
共
同
生
活
は
、
智
徳
の
啓
獲
文
華

の
獲
展
か
」
人

に
ε
り
て
有
盆
な
る
こ
ご
を
、
夙

に
激

へ
た
り
、
五
官

の
享
樂
に
醗
れ
万
人
臓
、
容
易
に
又
間
も
な
く
之
に
飽
く
に
至
る
、

「
層
完
全

に
し
て
文
永
綾
的
な
.る
満
足
を
求

」

コ

も

も

も

　

カ

　

ヤ

や

し

や

つ

ロ

セ

も

も

め
ん
巌

叢

、
そ
の
理
性
を
製

し
む
る
・
霞

よ
る
の
慰

い
、
綜

ポ

露

助
惣

騨

婁

鴛

希

臘

に
於

け

る
道
徳
哲
學

の
大
進

歩
は
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仮
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懸
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著
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叉
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古
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簡
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催
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部

、
尽

寡

慾

が

客

冬

雰

跡

ひ
黎

伽
郵

貯

欝

事

ぺ
、「

も

で

カ

も

や

へ

も

や

も

も

へ

あ

.

の
続

一
的
標
準
め
る
・
窪

し
、
そ
の
間
三

の
人
道
饗

あ
り
、
君

霞

そ
の
窶

れ
・
野

蚕
夢

・
そ

の
観
念
内
に
求
む
る
の
萎

め
る
こ
ε
は
、
少
し
妾

馨

ら
れ
す
、.
藤

終

欝

欝

・
諏
寒

留

郭

.

蓼

釜

壁
事

、
欝

か
い
亦

働
雷

害

感

奮

藩

雰

で
神
妙

婁

・
審

謬

だ
餌

.

事

い
、
弔

い
参

魏

怨

讐

攣

ぎ

躯
で

,あ

謡

・
曾

て
は
・
成
長
概
會

つ
き
て
も
・
侮

.

・あ

垂

な
・
穣

件
を
瞥

は
な
り
、
軍
誓

・
気
分
に
曜
ら
れ
て
・
立
入
り
た
る
結
論
.に
・
誘
、引
書

、
こ

ピ

も
珍

し

か
ら
す

.
人

々
は
黄

金
時

代
」に
始
ま

り
て
、
漸

次
表
替

せ
り

こ
の
假

説
は
、
老

年
.者

ゆ
悲

観
に
流
.れ
動

き
気

分
に
相
癒

し
笥
棘

に
よ
り
望
ま

れ
、

加
之
人

に
よ
り

て
も

志

さ
る

へ
き
目

的

に
向
ひ

■
進

歩

し
て
息

ま
す
.ε
.

φ
假
説
は
樂
響

流
れ
易
き
、
童・年
の
氣
分
に
相
撃

、而
も
亦
螺

慧

、雰

慰

書

審

繋

累

事

奮

、
寒

糞

か
纂

腰

、
蚤

熟

客

隙

搬
・
奮

熱

雷

雰

　

且
詳

雰

謙
震

瀞

奮
、・潔

罫

掌

い
事

ゼ
、
悲

谷

審

で

開
化
嫌
浮

会

を
・
て
証

曾
を
離

す
合

至
ら
し

。
、
立
て
ら
・
へ.き
黍

の
一
撮

慧

め
皇

の
塁

は
、
眼
前
の
霧

已

て
黍

理
想
.家
ぼ

馨

に
目

立
た
す

し

て
現
は
れ
來

「る

へ
き
も
「の

、
解
決
上
、
夫

等

の
人

勘
を
無
用

な
.ら

し

め
、
自
然

法
的

一
装
展
あ
ザ

こ
の
假

●

"

●



霞

、
夫
蕃

人
々
を
ン

、
、
再
ひ
宿
禽

た
ら
し
む
.
面
倒
な
ら
さ
る
眼
前
の
小
事
を

も
・
亦
之
を
忽
か
に
す

窟

・
ご

す
・
潅

、
覆

・
百

曹

達
せ
奪

・
か
・
め
に
然
る
に
非
す
・
理
想
的
麗

に
基
づ
き
然

悪

す

へ
し
、
芒

、
そ
の
小
謹

、
昌

の
暢
達
を
誉

ん
手

・
、
葵

力
の
獲
馨

れ
ば
な
り
・
善

π
り

一
一
一正心た
・
・
の
は
、
、永
遠
に
あ
…

事
撞

、
輩

・
垂

茎

を

・
寧
・
特
定
・
祉
曾

に
帯

す

一へ
き
も
の
重

て
、
各

人
・
ポ

明

か
・
せ
・
・
、
・
の
罫

惣

口
を
助
長
・
・
相
謁

悪
を
阻
止
す

る
こ
三

τ
り
、
看
・
肇

・
照
し
、
獄

罫

ぎ

評
せ
・
る
ミ

諸
鍵

睡

る
・霧

島

忽

寮

寒

剤

.

雰

穿

ぎ

蕎

ぺ
審

・
群

籍

ギ

・
(委
ひ

門

.
-

、
.
.

「

論

叢

進
歩
・
馨

・
(
こ
.

'
.

華

三
貧

窮
.励

四
九
)
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